
• 生涯学習大学環境講座受講者を中心に、
2月～3月に公民館、生涯学習センター、
ワクリエ等で草の根活動を実施。

• チラシ配布で参加者を募集し、日常生活に
おける「もったいない」について考えました。

• 会場によっては想定を上回る参加者があり、
熱心な意見交換が行われました。

• 開催回数：8回、参加者数：延べ124人

• アサヒユウアス株式会社との共催で「イオンチ
アーズクラブ新居浜」の小・中学生向けに
SDGsイベントを開催。

【分科会提案２】
資源循環型地域社会を実現する会（CS分科会）

もったいないクラブ活動状況

【これまでの活動内容】

【これからの活動予定】

～活動のポイント～
①日常の中で繰り返しできること ②成果が見えること ③生徒・学生の自発的な活動
④関係者の負担が小さいこと ⑤地域との連携（コミュニティースクールなど）

◆エコキャップ回収（ペットボトル蓋）

◆服の力プロジェクト

（不要になった服の回収）

◆使用済み歯ブラシ回収

◆使用済みノート回収“つなげるーぱ”

◆使用済みペンリサイクル
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～もったいないクラブとは～
“もったいない”はモノを大切にする日本人の精神を反映した“世界に誇る言葉”

多くの人が身近な“もったいない”に取り組むことで、SDGsにおいて取り組む、

持続可能な地域社会を作ることができます。身近なもったいないを話し合いましょう！

＜もったいない for School＞
市内小・中学校に次の活動の提案をしました。
小・中学校の生徒や学生が日常のSDGsを体験する活動


